
 

 

“四国家のお宝” 第108弾 

「海と神様に守られるまち 須崎」の発売について 
 

 

2025 年 10 月 9 日 

須 崎 市 

一般社団法人須崎市観光協会 

高 知 信 用 金 庫 

株 式 会 社 J T B 

一般社団法人奥四万十高知 

四国旅客鉄道株式会社 

 

ＪＲ四国では、「四国家のお宝」シリーズ第108弾として、高知県須崎市を舞台とした「海と神様

に守られるまち 須崎」を日帰りの募集型企画旅行として販売します。本企画は須崎市、一般社団法

人須崎市観光協会、高知信用金庫、株式会社 JTB、一般社団法人奥四万十高知、ＪＲ四国が連携し、

地域固有の資源を観光コンテンツとして磨き上げていく取り組みであり、「須崎市海のまちプロジェ

クト」の一環として実施します。今回は「須崎が、海のまちと呼ばれる“理由”は？」というテーマ

について、鳴無（おとなし）神社や巡航船への乗船、そして須崎の魚を提供する「須﨑のサカナ本舗」

での特別ランチ等、須崎が海のまちと呼ばれるようになった理由を、地元のガイドとまち歩きをしな

がら解き明かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 出発日（全て日帰りツアー） 

2025年12月6日（土）・13日（土） 

2026年3月28日（土）  

 

２ 募集内容 

 ・募集人員／各日12名様（最少催行人員/各日10名様）    

・添 乗 員／同行いたしませんが、須崎駅集合から須崎駅解散までＪＲ四国の 

係員がご案内いたします。 

 ・食事条件／昼１回  

・移動手段／貸切タクシー及び徒歩（歩行距離/約2．5㎞） 

・参加条件／歩きやすい靴、動きやすい服装でお越しください。 

 

３ 行程・旅行代金等 

  行程・旅行代金は添付のパンフレットをご覧下さい。 

※旅行代金には、ＪＲ四国各駅から須崎駅までの往復ＪＲ券（須崎駅発着を除く）＋昼食+各種

見学料金及び観光ガイドの案内料等が含まれています。 

 

 

「四国家のお宝」とは 

 四国に存在する地域資源・文化資源を掘り起こし、地域と協働して付加価値付けされた観光素

材・文化素材に磨き上げ、観光による地域活性化を目指す取り組みです。 

 

▲鳴無（おとなし）神社 

「須崎市海のまちプロジェクト」とは 

 かつて海洋都市であった須崎に秘めるポテンシャルや歴史的価値に光をあて、そして新しい風

を取り込む『海のまち須崎』として、地域社会に輝く未来を創造するためのチャレンジです。 

▲「須﨑のサカナ本舗」での 

特別ランチ 



 

 

 

４ 発売日 

  2025年10月10日（金）10：00から 

 

５ 発売箇所 

 （1）ＪＲ四国旅の予約センター（電話087-825-1662） 

※営業時間／平日10:00～18:00 土・日・祝日10:00～17:00 

（2）ＪＲ四国の旅行センター（ＪＲ四国ツアー支店） 

（3）ＪＲ四国ツアー WEB          

   https://www.jr-eki.com/tour/course/HSOGBH066D 

（4）株式会社JTBイオンモール高知店 他 四国内の対象支店及び店舗 

 

 

https://www.jr-eki.com/tour/course/HSOGBH066D
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▶須崎の海や人とともに
　在り続ける神社とは？

西暦460年、現在の社殿は1663年（寛文3
年）に再建され、国の重要文化財に指定さ
れています。社殿への参道が海から上がっ
て入るような造りになっており、鳴無神社
が「土佐の宮島」と呼ばれている所以です。
縁結びの神様としても知られており、全国
から多くの参拝者が訪れています。

懐かしさを感じる商店街を歩きながら、
地元で愛される神様や逸品、新しい観
光拠点「須﨑大漁堂」、海の恵みを満喫
できる「須﨑のサカナ本舗」など海のま
ち須崎市をぜひ満喫してください。　2021年、かつての海洋都市であった須崎の秘めたポテンシャルや

歴史的価値に光をあて、そして新しい風を取り込む「海のまち須崎」とし
て、地域社会に輝く未来を創造する「須崎市海のまちプロジェクト」が立
ち上がりました。須崎市は海山川がそろい、天然の良港にめぐまれ、その
昔近隣の物資の集散地として栄えた歴史ある土地です。まちを歩けば
多くの神社に出会い、そして潮の香りをすぐそばに感じる事ができます。
このまちが、海のまちと呼ばれる理由を探す旅に出掛けませんか？

▶次世代に繋がれた新しい形とは？
創業130年の柳屋旅館を改築した建物を見学し、
商業都市として賑わいを見せた須崎の町の生業の
ひとつを感じます。母屋は江戸時代後期（安政）の
建物で、日々お遍路に訪れる方や観光客の方を温
かく出迎えています。

二つ石4 一棟貸しの宿と民芸品店 柳屋
▶海のまちを守り続けて
　いる幻の石とは？

▶須崎の新名所のこだわりとは?

弘法大師・空海にゆかりがある
とされる伝説の巨大な石。海上
の安全を祈った石と言われてい
ます。

ツアーでは、宮司様にご説明いただき、
海へ流すおみくじを体験できます!

新鮮な海の恵みに出会えるかも?ぜひ、保冷バッグをご持参ください!

※水に溶ける特殊な紙で作られたおみくじです

海と神様に

須崎が、海のまちと呼ばれる“理由”は?

守られるまち須崎
【須崎市長コメント】日帰り

SUSAKI

横浪から鳴無神社までは
巡航船で移動します

※JR四国各駅から須崎駅までの時刻については裏面をご覧ください。
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快速サンポート南風リレー号

※特急列車の指定席または自由席をご利用いただけます。ただし指定席のご利用は南風１号および24号に限ります。

HSOGBH066D
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20,000円
22,500円
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総合旅行業務取扱管理者／大久保 貴美雄 矢野 秀樹　

※モデルコースは2025年10月1日現在の予定時刻であり、変更になる場合があります。詳しくは催行決定後にお知らせします。

おとな
12月6日、13日
3月28日

12月6日、13日
3月28日

発着駅 須崎 窪川、高知 土佐山田、後免 大歩危、阿波池田 琴平～善通寺、
多度津～丸亀

坂出～高松・栗林
児島、観音寺

徳島、志度
伊予三島 新居浜～伊予西条 今治～松山

こども

阿波池田


